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建学の精神

世界文化と平和への貢献

国際 的教 養 と視 野 をもった人 材 の育 成

地域社会への貢献

1大 学の歴史
愛知大学は、1946年 愛知県豊橋市に誕生しました。その前身とも

いえる東亜同文書院(後に大学)は、1901年 中国上海に設置され、日

本の海外高等教育機関として最も古い歴史をもちます。当時貴族院

議長であった近衛篤麿公か、東亜同文会を設立。東亜同文会の理念

は教育文化事業によって日中友好提携を成し遂けることにあり、その

ための人材育成が東亜同文書院大学の設立目的でした。後に首相と

なった近衛文麿公も1926年 から5年あまり院長に就任しています。

アジア随一の国際都市であり、当時の文化や流行の発信地でも

あった上海で、学問の自由を尊ぶ校風のもと、中国・アジア重視の国

際人を養成。しかし、日本の敗戦によって東亜同文書院大学は中国

に接収、半世紀にわたる歴史の幕を閉じたのです。その折、同大学最

後の学長を務めた本間喜一(後 に最高裁判所事務総長)は、新たな

大学の設立を決意。1946年5月 、本間学長の呼びかけに東亜同文

書院大学等の教職員、学生の多くか集い、同年11月15日 に愛知大

学は中部地区唯一の旧制の法文系大学として誕生しました。1949

年4月 からは法経学部(法学科・経済学科)に文学部(社 会学科)を加

えた2学 部3学 科で新制大学へと移行、今日の発展に至ったのです。
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保 近の動き
名古屋キャンパスでは、新高層棟 とクローハルコンベンション

ホールの建設を主な内容とし、学習環境のさらなる充実を図る第2

期工事が2017年3月 完成予定です。さらに、同キャンパスの屋外

運動施設として蟹江クラウンドか、2014年4月 にオープンしました。

豊橋キャンパスでは、全 国で2例 目の地域政策学部の全学年の

字生かそろい、また、2013年 に文部科学省 「共同利用・共同研究

拠点」に認定された三遠南信地域連携研究センターによる越境

地域政策研究が本格化するなど、地域社会に関する研究の全国

のパフとしての機能か強化されつつあります。

また、2012年 に現代中国学部を中心とする取り組みか採択さ

れた文部科学省の「経 済社会の発展を牽引するクローハル人材

育成支援 《特色型》」(現名称)に おいては、従来の中国 アジア

各国の現地で行うインターンシンプなど実践的な「現地主義教育」

に加え、深い自国理解と積極的に日本を発信していく力を養う「さく

ら21プ ロジェクト」も立ち上け、クローハル人材の育成に全学を挙

げて取り組んでいます。

噸紹
測h夢 畠卜

鱗

嚇漣
.#,.

● 噂号

酬ド歴

クローハ ル コノベ ノンヨノホ ール 2017年 春 名古屋キャノバス完成 イメーノ図 豊橋キャノバス

02



設立趣意書
.

立趣意書碑文と自由受難の鐘

腎r

6。

`・

、

「

一

蓮

6
廼

訳

隔∵
.ミ

礼

愛

知

大

學

設

立

趣

意

書

・・九
四
六・
±
早
吾
・
立
・

我
日
本

ハ
長
期

二
亘
ル
今
次
戦
争

二
依
テ
物
質
的
精
紳
的

二
荒
廣
セ
シ
メ
ラ
レ
、
殊

二
其

結
果

ハ
惨
憺
タ

ル
敗
戦

ヲ
招
キ
、
正
二
壊
滅
ノ
危
機

二
立

ツ
ト
云

フ
モ
過
言
デ

ハ
ナ
イ

今
斯
ル
壊
滅

ヲ
冤
レ
ン
ト

ス
ル
ナ
ラ
バ
、
事

ヲ
シ
テ
薮

二
到
ラ
シ
メ
タ
ル
奮
キ
日
本
ノ
誤

レ
ル
指
導
ト
積
弊
ト
ヲ

一
掃
シ
、
新
シ
キ
日
本

ト
シ
テ
更
生

ス
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ノ
道

ヲ
擢
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外
ナ
イ
ノ
デ

ア
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一一新

日
本

ノ
進
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ベ
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ノ
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、
侵
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義
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傾
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榔

シ
、
杜
會
的
存
在
ノ
全
範
囲

三
旦
ツ
テ
民
主
主
義

ヲ
實
現

シ
自
ラ
ヲ
文
化
、
道
義
、
卒
和

ノ
新
國
家

ト
シ
テ
再
建
ス
ル

コ
ト
ニ
依
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世

界
ノ

一
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シ
テ
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界
文
化
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和
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献

シ
得
ル
如
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ノ
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ン
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ス
ル
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レ
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.

斯
ノ
如

キ
我
日
本
ノ
新
シ
キ
出
魏

二
際
シ
テ
、
當
面
解
決

ヲ
要
ス
ル
諸
種
ノ
問
題
山
積
ス

ル
ト
雛
モ
就
中
學
問
、
思
想
、
文
化

ヲ
旺

二
興
シ
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教
養
ア
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爲
ノ
人
材
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ス
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世
界
平
和
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與
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ベ
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知
縣
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ソ
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蓄
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學
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鮎
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ヲ
モ
願
ミ
ズ
薙

二
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學
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ノ
罎

二
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ス
、
我
等

ノ
眞
意
ガ
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向

二
於
テ
正
シ
ク
理
解
セ
ラ
レ
、
此
企
圏

二
射
シ
テ
支
援
ト
鞭
樋

ト
ノ
與

ヘ
ラ
レ
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コ
ト

ヲ
念
願
シ
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ル

愛
知
大
学
設
立
趣
意
書

(現
代
語
訳
)

わ
が
日
本
は
長
期
に
わ
た
る
今

回
の
戦
争
に
よ
っ
て
、
物
質
的

・
精
神
的
に
荒
廃
さ
せ
ら
れ
、
特
に
そ
の
結
果
は

惨
憺
た
る
敗
戦
を
招
き
、ま
さ
に
壊
滅

の
危
機
に
立
つ
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。

い
ま
、
こ
の
よ
う
な
壊
滅
を
免
れ
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
事
態
を
到
来
さ
せ
た
占
き
日
本

の
誤

っ
た
指
導
と

積
り
積
も

っ
た
弊
害
を

一
掃
し
、
新
し
い
日
本
と
し
て
更
生
す
る
道
を
選
ぶ
ほ
か
な

い
の
で
あ
る
。

実
に
新
日
本

の
進
む
べ
き
方
向

は
、
旧
来
の
軍
国
主
義
的
、
侵
略
主
義
的
な
ど
の
諸
傾
向
を

一
度
に
投
げ
捨
て
、

社
会
的
存
在
の
全
範
囲
に
わ
た

っ
て
民
主
主
義
を
実
現
し
、
自
ら
を
文
化
、
道
義
、
平
和
の
新
国
家
と
し
て
再
建
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
世
界
の

一
員
と
し
て
、
世
界
文
化
と
平
和
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
も
の
と
す

る
こ
と
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
新
日
本
の
新
し
い
出
発
に
際
し
て
、
さ
し
あ
た
り
解
決
を
要
す
る
様
々
な
問
題

が
山
積
す
る
と

い

え
ど
も
、特
に
学
問
、
思
想
、文
化
を
盛
ん
に
興
し
、教
養
あ
る
才
能
の
あ
る
人
材
を
養
成
す
る
こ
と
は
急
務
で
最
も

基
礎
的
な
も
の
の

一
つ
と
い
う

べ
き
で
あ
ろ
う
。我
々
が
た
が
い
に
相
談
し
て
こ
こ
に
愛
知
大
学
を
設
立
し
よ
う

と
す
る
理
由
は
、
実
に
こ
の
よ
う
な
客
観
的
要
請
に
呼
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
一
、菖
で
こ
れ
を
言
え
ば
世
界
平
和
に

寄
与
す
べ
き
日
本
の
人
文
の
興
隆

と
、
才
能

の
あ
る
人
材
の
養
成
と
い
う
点
に
尽
き
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら

こ
の
時
に
際
し
、
予
定
す
る
よ
う

な
地
方
に
お
い
て
本
大
学
を
開
設
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
白
ら
特
殊

な
意
義
と
使
命
も
ま
た
あ
る
。
つ
ま
り
、

第

一
に
、
本
大
学
の
所
在
地
は
中
部
日
本
の
一
地
方
都
市
(愛
知
県
豊
橋
市
)に
置
く
の
で
あ
る
が
、
そ
の
理
由
は

い
ま
我
が
国
に
お
い
て
学
問
文
化

の
興
隆
を
計
ろ
う
と
す
る
た
め
に
は
、
大
都
市

へ
の
偏
重
集
積
を
な
く
し
地
方

分
散
こ
そ
望
む
と
の
趣
旨
を
活

か
そ
う
と
す
る
含
み
を
持

つ
こ
と
に
他
な
ら
な

い
。
周
知
の
よ
う
に
名
-,n
屋
市
を

中
心
と
す
る
中
部
日
本
に
は
、
ま
だ
法
文
科
系
の
大
学
が
な
く
、
こ
の
地
方
に
は
こ
の
よ
う
な
文
化
機
関
の
設
置
を

要
望
す
る
こ
と
切
な
る
も
の
が
あ

る
。愛
知
大
学
は
こ
の
要
望
に
応
え
学
問
の
研
究
を
盛
ん
に
す
る
と
と
も
に
、
周

囲
へ
の
文
化
的
影
響
が
あ
る
よ
う

に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
世
界
文
化
と
平
和
に
寄
与
す
べ
き
新
日
本
の
建
設
に
適
す
る
人
材
は
、
国
際
的
教
養
と
視
野
を
持

つ
こ

と
が
最
も
必
要
な
資
格
の

一
つ
と
考
え
ら
れ
る
事
情
に
照
ら
し
、
本
大
学
と
し
て
は

一
般
的
な
学
問
の
基
礎
の
L

に
各
国
の
政
治
、経
済
、文
化
の
研

究
に
重
点
を
置
く
科
目
を
設
け
、
こ
れ
を
必
須
科
日
と
し
、
い
わ
ば
国
際
文
化
大

学
の
よ
う
な
性
格
を
そ
の

一
つ
の
特
徴
と
し
よ
う
と
す
る
意
図
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
大
学
は
我

が
国
に
ま
だ
無
い
も
の
で
、本
学

は
こ
の
点
に
新
し
い
計
画
を
始
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に

第

二
に
、
本
大
学
は
第

一
年
度

に
予
科
全
学
級
を
、
第
二
年
度
に
学
部
全
学
年
を
同
時
に
開
設
し
、
中
部
日
本
出

身

の
学
生
(男
女
)
で
、
遠
く
離
れ
た
地
で
学
ぶ
者
に
し
て
時
局
下
就
学
が
不
便
の
た
め
転
学
し
よ
う
と
す
る
者

の

要
望
に
応
じ
る
と
と
も
に
、外
地

の
大
学
、
専
門
学
校
に
在
籍
す
る
学
生
の
転
人
学
の
困
難
を
も
緩
和
し
よ
う
と
す

る
も

の
で
あ
る
。外
地
の
引
揚
げ
学
生
は
現
在
、
転
入
学
が
困
難
な
事
情
の
も
と
に
苦
悩
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

比
較
的
に
国
際
的
知
識
欲
が
旺
盛

で
あ
る
の
で
、
本
学
に
収
容
し
思
想
的
、
学
問
的
に
再
教
育
す
る
こ
と
は
ま
た
本

学

の
性
格
に
相
応
し

い
一
つ
の
任
務
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

以
ヒ
の
諸
見
地
か
ら
、
我
々
は
微
力
も
顧
み
ず
、
こ
こ
に
愛
知
大
学
設
疏
の
行
動
に
出
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

り
、我
等
の
真
意
が
各
方
面
に
正
し
く
理
解
さ
れ
、
こ
の
企
画
に
対
し
て
支
援
と
鞭
燵
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
念
願

し
て
止
ま
な
い
次
第
で
あ
る
。
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